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　　　　次の計算をしなさい。
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　　　　次の にあてはまる数を入れなさい。

　　　　 　 は です。

　　　　 　 ： ＝ ：

　　　　 円の 割は 円です。

　　　　 　 分間で 歩く人が 時間歩いた道のりを，ある乗り物で行
　　　　　　くと 分かかりました。この乗り物の速さは毎時 で
　　　　　　す。

　　　　 　 から までの整数のうち， でも でも割り切れる数は　　　
　　　　　　 個あります。

　　　　 　 信子さんの学校の生徒数は，昨年より ％ふえたので， 人
　　　　　　 になりました。昨年の生徒数は 人でした。
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　　 　愛子さんの算数のテストの第 回から第 回までの平均点は 点　
　　　 で，第 回は 点でした。第 回から第 回までの平均点は

点です。

　　 　赤い玉と白い玉があわせて 個あります。赤い玉の 個の重さは
，白い玉 個の重さは で， 個全体の重さは です。

　　　　 このとき，白い玉は 個あります。

　 　 チームが参加するサッカーの試合で， 回戦の第 試合の チーム
　　　　 の決め方は 通りあります。　　　　　　

　下の図で， つの円の重なった部分の面積は，大きい円の面積の

　　　　 で，小さい円の面積の です。大きい円と小さい円の半径の比は

　　　　 です。
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　　　　下の図は 辺が の立方体 で， ， はそれぞれ
　　　　辺 ， のまん中の点です。また， は辺 を 等分する 点の
　　　　うち に近い方の点， は辺 を 等分する 点のうち に近い方
　　　　の点です。このとき，次の問いに答えなさい。

　　　　　　図１　　　　　　　　　　　　　　図２
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　 ， を結ぶと の長さは となりました。三角形 で，
　　　　　を底辺としたときの三角形 の高さを求めなさい。

　図１のように， 点 ， ， ， を通る平面でこの立方体を切っ
　　　　　て つの立体に分けたとき，次の問いに答えなさい。
　　　　　①　 つの立体の体積の差を求めなさい。

　　　　　②　 つの立体の表面積の差を求めなさい。

　図２のように，立方体の角を 点 ， ， を通る平面で切り落と
　　　　　し，さらに ， ， を通る平面でも切り落として，切り落とした
　　　　　 つの立体と残った大きな立体に分けます。このとき，残った大き
　　　　　な立体の表面積は，切り落とした つの立体の表面積の和と比べて
　　　　　どれだけ大きいか求めなさい。
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　花子さんと妹は，それぞれ自転車に乗って，自宅から 離れた
店に買い物に行きました。店で買い物袋 つ分の買い物をしたので，
人で分けても自転車に乗って移動できません。そこで，花子さんは

買い物袋 つを持ち自転車を押しながら，妹は買い物袋 つを持ち自
転車に乗って，同時に店を出発し自宅に向かいます。その後，妹が自
宅に到着すると買い物袋を置き，花子さんのもとへ向かいます。妹が
花子さんと出会うと，花子さんから買い物袋を つ受け取り，再び自
転車に乗って自宅に向かいます。花子さんも残りの買い物袋を持ち自
転車を押しながら自宅に向かい続けます。
　このやりとりをもう一度行い，花子さんが持っている買い物袋が
つになると， 人とも自転車に乗って自宅に向かいます。花子さんが
自転車を押しながら進む速度は毎分 で，花子さんと妹が自転車に
乗って進む速度はどちらも毎分 です。このとき，次の問いに答
えなさい。

　妹が店を出発してから最初に自宅に到着するまでに何分何秒かか
　　　　 りますか。

　妹が店を出発してから 回目に自宅に到着するまでに何分何秒かか
　　　　 りますか。

　妹が店を出発してから花子さんと一緒に自宅に到着するまでに移　
　　　　 動した距離は何 ですか。
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※

　　　　　　　　　　　

円 　毎時　　　　　　　　
個 人
点 個
通り 　　　 　：

※

　　　　　　　　　

①　　　　　　　 　②　　　　　　　

　　　　　　　　

　　　　

※

　　　 分 　　　秒 　　　 分 　　　秒

　　　 　 　　　

　

　　　

※
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点 個
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※
点
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※点
点 点
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※
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㸯 次ࡢ各問いࠊ࡟記号࡛答えࡉ࡞いࠋ 

 

㸦㸯㸧次ࡢձ～նࡢࡔࡽ࠿ࡢࢺࣄࠊࡣ中࡟あࡿ臓器ࡢ模式図࡛ࠋࡍ消化管࡟当࡚ࡣ

 ࠋ࠿ࡍ࡛ࢀ࡝ࡣࡢࡶいࡋ正࡚ࡋ࡜ࡢࡶࡿࡲ

      ձ           ղ          ճ  

 

 

 

  

 

 

      մ           յ          ն 

 

 

 

 

 

 

   ア ձ ղ ճ մ յ ն 

   イ ձ ճ մ յ ն 

   ウ ձ ղ յ ն 

   エ ճ յ ն 

 մ յ ն ࢜   

 

 

㸦㸰㸧水中࡟卵ࡣࡓࡲ子ࢆ産࡚ࡋ࡜ࡢࡶࡴ正ࡋい組ࡳ合わࠋ࠿ࡍ࡛ࢀ࡝ࡣࡏ 

 

   ア ࢝エࣝ  ࢞ࣜࢨニ  ࣔンࢩロࢳョウ 

   イ イࣔࣜ  ࢝エࣝ   ࣓࢝ࢲ 

   ウ ࢺン࢝  ࣎エࣝ   ࣖࢹࢫ 

   エ ࢺンࣁ  ࣎エ    ࢧンࢩョウウ࢜ 

 ࢜ョウウࢩンࢧ  ニ࢞ࣜࢨ  ࣜࣔࣖ ࢜   

 ࢜ョウウࢩンࢧ  ࢠロ࢜コ  ࢝ࢲ࣓ ࢝   

 

㸦㸱㸧ࢫࣛ࢞棒ࢆ炎ࡢ中࡟入࡜ࡿࢀ一部࡟黒いࠋࡓࡋࡲࡁࡘࡀࡢࡶ黒い࡜ࡢࡶ同ࡌ

成ศ࡛࡛࡚ࡁいࠋ࠿ࡍ࡛ࢀ࡝ࡣࡢࡶࡿ 

 

   ア 油    イ 炭    ウ ࢫࣛ࢞    エ ࡉび 

 

 

㸦㸲㸧塩酸࡟ア࣑ࣝニウࢆ࣒加え࡜ࡿ発生ࡿࡍ気体ࠋ࠿ࡍ࡛ࢀ࡝ࡣ 

 

ア 水素    イ 塩素    ウ ࡗࡕ素    エ アンࣔニア 

 

 

㸦㸳㸧LED㸦発光ࢲイࢻ࣮࢜㸧ࡢ特ࡻࡕう࡚ࡋ࡜間違っているものࠋ࠿ࡍ࡛ࢀ࡝ࡣ 

 

   ア 熱ࡀ出ࡃ࡟いࠋ 

イ 少࡞い電気ࡢ㔞࡛ࡾࡼ明ࠋࡿ࡞ࡃࡿ 

ウ 長い時間使用ࠋࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍ 

エ 電流ࡢ向ࢆࡁ考え࡟ࡎ使用࡛ࠋࡿࡁ 

 

 

㸦㸴㸧固体ࢁࡢうࢁࡓࡅ࡜ࠊ࡜ࡍ࠿࡜ࢆうࡢ液面ࡣ図ࡢ点線ࡢ位置ࠋࡓࡋࡲࡾ࡞࡟

 ࠋ࠿ࡍࡲࡾ࡞う࡝࡜ࡿࡲ冷え࡚固ࡣうࢁࡓࡅ࡜

 

        ア       イ     ウ      エ 

 

 

 

 

 

 

㸦㸵㸧電気ࢆ通࡞ࡉいࠋ࠿ࡍ࡛ࢀ࡝ࡣࡢࡶ 

 

ア 㸯㸮෇玉   イ ࣌ࣉ࣮ࣕࢩンࢇࡋࡢࣝࢩ   ウ 空ࡁ缶 

エ 鉄࢝ ࢜    ࡂࡃッࡢ࣮ࢱ刃        ࣌ ࢝ッࣝࢺ࣎ࢺ 

 

液

面

ࡢ

位

置 

ࢁ

う 

ࣅ

ー

࢝

ー 



 

 

㸦㸶㸧一日࡚ࡅ࠿北極星ࡲࡢわࢆࡾ一周࢝ࡿࡍシ࢜ペヤ座ࢆ午後㸵時࡟観察ࠊ࡜ࡿࡍ

図ࡢエࡢ位置࡟見えࠋࡓࡋࡲ同ࡌ日ࡢ午後 11 時࢝࡟シ࢜ペヤ座ࢆ観察࡛ࡁ
࡜ࡢࡶいࡋ等ࡣ角ࡢ間ࡢࢀࡒࢀࡑࡢア～シࠊࡋࡔࡓࠋ࠿ࡍ位置࡛ࡢ࡝ࡣࡢࡿ

 ࠋࡍࡲࡋ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸦㸷㸧ኴ陽ࡢ熱ࠊ࡚ࡗࡼ࡟洗ࡃࡓ物࠿ࡀわ࡜ࡁ࡜ࡃ同ࡌ現象ࠋ࠿ࡍ࡛ࢀ࡝ࡣ 

 

   ア 寒い日ࡢ朝ࠊ窓ࢆ見࡜ࡿ結露࡚ࡋいࠋࡓ 

イ コッ࡟ࣉ入ࡓࢀ水ࢆ一週間放置ࠊ࡜ࡿࡍ水ࡢ㔞ࡀ減ࠋࡓࡗ 

ウ コッ࡟ࣉ氷水ࢆ入ࠊ࡜ࡿࡍࡃࡽࡤࡋ࡚ࢀコッࡲࡢࣉわࡀࡾ白ࠋࡓࡗࡶࡃࡃ 

エ ࢁう࡟ࡃࡑ火࡚ࡅ࡜ࠊ࡜ࡿࡅࡘࢆ小ࠋࡓࡗ࡞ࡃࡉ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸦10㸧図ࡢ㸿ࡢ位置ࡽ࠿㔜ࡀࡕࡢࡉう㸰種類ࢆࡾࡶ࠾ࡢ静ࢆࡾࡶ࠾ࠊࡋ࡞ࡣ࡟࠿木
࡛ࢀ࡝ࡣࡢ速いࡶ࡜ࡗࡶࠊࡀࡉ速ࡍ飛び出ࡀࢇ࡬木ࠊ࡟ࡁ࡜ࡓࡅࡘࡪ࡟ࢇ࡬

ࡘࢆኳ井࡜ࡾࡶ࠾ࠊࡋ࡜ࡢࡶい࡞ࡣうࡇい࡚ࡢや空気ࡘࡉࡲࠊࡋࡔࡓࠋ࠿ࡍ

 ࠋࡍࡲࡋ࡜ࡢࡶࡌ同ࡣࡉ長ࡢ糸ࡄ࡞

 

 

ア                イ 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ                エ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ࡾࡶ࠾

 ࡾࡶ࠾ ࡾࡶ࠾

 A A ࡾࡶ࠾

A A 

木ࢇ࡬ 

木ࢇ࡬ 木ࢇ࡬ 

木ࢇ࡬ 

 

 

 ペヤ座࢜シ࢝



 

 

㸰 生ࡁ物ࠊࡣほࡢ࠿生ࡁ物࡚ࡗࡶࢆࡾࡀ࡞ࡘ࡜生࡚ࡁいࠋࡍࡲあࡿ池ࡢ中ࢆ調

ࡲࡾ࠿ࡘ見ࡀンコࢪ࣑࣭ࣔ࢟ࢷ࣑࣭࢝࢝ࢲニ࣭࣓࢞ࣜࢨ࢝ア࣓ࣜࠊࢁࡇ࡜ࡓ࡭

あࠋࡍࡲࢀࡽ見ࡀ関係ࡢࡿࢀࡽ࡭食࣭ࡿ࡭食ࠊࡣ࡟間ࡢ物ࡁ生ࡢࡽࢀࡇࠋࡓࡋ

 ࠋいࡉ࡞答え࡟各問いࡢ࡜

 

 

㸦㸯㸧ࡢࡇ池ࡢ食物連鎖࡛生ࡁ物ࡢ数ࡾࡘࡀあ࡚ࡗいࡶ࡜ࡗࡶࠊࡁ࡜ࡿ数ࡀ多い生

 ࠋいࡉ࡞記号࡛答えࠊ選びࡽ࠿ア～エࡢ次ࢆ物ࡁ

 

ア ア࣓ࣜ࢞ࣜࢨ࢝ニ        イ ࣓࢝ࢲ    

ウ ࣔ࢟ࢷ࣑࢝           エ ࢪ࣑ンコ 

 

 

㸦㸰㸧ࡢࡇ池࡛ࢪ࣑ンコࡢ数ࡀ急࡟増加࡟ࡵࡌࡣࠊࡁ࡜ࡓࡋ減少ࡿࡍ生ࡁ物ࡣ何࡛

 ࠋいࡉ࡞記号࡛答えࠊ選びࡽ࠿ア～エࡢ㸦㸯㸧ࠋ࠿ࡍ

 

 

㸦㸱㸧次ࡢア～ࡢ࢜組ࡳ合わࡢࡏうࠊࡕ食࣭ࡿ࡭食ࡢࡿࢀࡽ࡭関係ࡀ正ࡋいࢆࡢࡶ

選びࡉ࡞いࠋ 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

㸦㸲㸧ୗ線部ࡼࡢう࡜ࡶ࡜ࡶࠊ࡞日本࡟生息࡚ࡋい࡞い生物ࢆ何࡜いいࠋ࠿ࡍࡲ 

 

 

㸦㸳㸧㸦㸲㸧࡜ࡶ࡜ࡶࠊࡣ生息࡚ࡋい࡞い地域࡛生息ࡋ始ࠊ࡜ࡿࡵ数ࡀ増加ࡇࡿࡍ

 ࠋいࡉ࡞答えࢆ理由ࡢࡑࠋࡍࡲࡾあࡀ࡜

 

 

 

㸱 ୗࡢ表ࠊࡣ食塩࣑࡜ョウࣂンࡀ水 100mLࡿࡅ࡜࡟限度ࡢ㔞ࢆ温度࡜ࡲ࡟࡜ࡈ 

 ࠋいࡉ࡞答え࡟各問いࡢ࡜あࠋࡍ࡛ࡢࡶࡓࡵ

 

㸦㸯㸧水ࡅ࡜࡟残ࡓࡗ固体ࠊࡁࡒࡢࡾ࡜ࢆ水ࡼう液ࡿࡍ࡟ࡅࡔ操作ࢆ何࡜いいࡲ 

 ࠋ࠿ࡍ

 

 

㸦㸰㸧40℃ࡢ水 200mL࣑࡟ョウࣂンࡣ何 gࠋ࠿ࡍࡲࡅ࡜ 

 

 

㸦㸱㸧2࡟࣮࣮࢝ࣅࡢࡘ 水ࡢ℃50 100mLࢆいࠊࢀAࡣ࡟࣮࣮࢝ࣅࡢ食塩ࠊࢆBࡢ 

ࢀࡒࢀࡑࢆンࣂョウ࣑ࡣ࡟࣮࣮࢝ࣅ 36g入ࡁ࠿࡚ࢀ混ࡓࡋ࠿࡜࡚࡭ࡍࠊࡐ 

あࠊ࡜水ࡼう液ࢆ  出࡚ࡀ再び固体ࡽ࠿࣮࣮࢝ࣅࡢ片方ࠊ࡜ࡍ冷や࡛ࡲ℃30

何ࡽ࠿࣮࣮࢝ࣅࡢࡽࡕ࡝ࡢBࠊAࠋࡓࡋࡲࡁ g出࡚࡜ࡓࡁ考えࠋ࠿ࡍࡲࢀࡽ 

 

 

㸦㸲㸧10℃ࡢ水 50mL࡟ 20gࡢ食塩ࢆ入ࡁ࠿࡚ࢀ混ࡅ࡜ࠊࢁࡇ࡜ࡓࡐ残ࡀࡾ出ࡲ 

 記号࡛ࠊ選びࡽ࠿ア～エࡢ次ࢆ方法ࡍ࠿࡜࡚࡭ࡍࢆ食塩ࡓࡗ残ࡅ࡜ࠋࡓࡋ

答えࡉ࡞いࠋ 

 

   ア ࡁ࠿࡟ࡽࡉ混ࠋࡿࡐ       

イ 水ࢆ 50mL加え࡚ࡁ࠿混ࠋࡿࡐ 

   ウ 加熱ࠊࡋ水ࢆ蒸発ࠋࡿࡏࡉ     

エ 氷水ࢆ࣮࣮࢝ࣅ࡟入࡚ࢀ冷やࠋࡍ 

 

 

㸦㸳㸧食塩ࢆ 水ࡢ℃20 120mL࡟ 15g࡜ࡢࡶࡓࡋ࠿࡜ 水ࡢ℃20 200mL࡟ 25g࠿࡜ 

水ࡢ℃20ࠊࡣࡢࡶࡓࡏ合わࢆࡢࡶࡓࡋ 100mL࡟食塩ࢆ何 gࡢࡁ࡜ࡓࡋ࠿࡜ 

濃࡜ࡉ同ࠋ࠿ࡍ࡛ࡌ 

 

 食ࡿ࡭ 食ࡿࢀࡽ࡭ 

ア ࢝エࣝ ࣅ࣊ 

イ ࢸンࢺウࢩ࣒ アࢩ࣒ࣛࣈ 

ウ イࢬࣔ ࢝ 

エ ࢟࢜アࣛࢪࢡ ࣑ 

 アࣜ ࢩ࣒ࣛࣈア ࢜

温度㸦℃㸧 0 10 20 30 40 50 60 70 

食塩㸦g㸧 35.6 35.7 35.9 36.1 36.4 36.7 37.0 37.5 

 ン㸦g㸧 5.7 8.0 11.4 16.6 23.8 36.4 57.4 110.5ࣂョウ࣑



 

 

㸲 図㸯ࡼࡢう࡞空気࡛ࡱࡗう࡜図㸰ࡼࡢう࡟図㸯࡟空気࠿ࡢわ࡟ࡾ水ࢆ入ࡓࢀ

ࡢ一方ࠊࢀ入ࢆせん㹁ࡃ動࡟ࢬ࣮࣒ࢫ࡟中心ࡢ㹀ࠊせん㸿࡟うࡼࡢ図㸱ࠊࡢࡶ

間࡟水ࢆ満ࢆࡢࡶࡓࡋࡓ作ࠊࡾ矢印ࡢ方向࡟押ࠋࡓࡋࡲࡋあࡢ࡜各問い࡟答え

 ࠋࡍࡲࡋ࡜ࡢࡶい࡞ࢀࡶࡣ空気や水ࡽ࠿うࡱࡗ空気࡛ࠊࡋࡔࡓࠋいࡉ࡞

 

     図㸯             図㸰         

            押し棒            押し棒 

 

  

              せん㸿            せん㸿 

 

             空気             水 

 

                  せん㹀             せん㹀 

  

               ゴム板             ゴム板 

 

   

   

図㸱 

                 水   せん㹁    空気   せん㹀 

         せん㸿      

        

                

 

        

      押し棒        空気          水   せん㹀 

            せん㸿           

       㹗 

 

 

 

 

 

 

 

㸦㸯㸧図㸯࡛押し棒ࢆ押ࡍ力ࢇ࡝ࢇ࡝ࢆ大࡚ࡋࡃࡁいࠊ࡜ࡃ手ࡓࡈえ࡝ࡣうࡾ࡞ 

 ࠋいࡉ࡞記号࡛答えࠊ選びࡽ࠿ア～ウࡢ次ࠋ࠿ࡍࡲ

 

ア 小ࡿ࡞ࡃࡉ   イ 変わ࡞ࡽい   ウ 大ࡿ࡞ࡃࡁ  

 

 

㸦㸰㸧㸦㸯㸧ࡼࡢう࡟考えࠋ࠿ࡍ࡛ࡐ࡞ࡣࡢࡓ説明ࡓࡋ次ࡢ文ࡢ空࡟ࢇࡽ当࡚ࡲࡣ 

 ࠋいࡉ࡞答えࢆࡤ࡜ࡇࡿ

 

 ࡽࡓࡣࡿࡍ࡜うࢁ戻࡟元ࠊ࡜ࡿ࡞㸦   㸧ࡀ体積ࠊࡣ空気ࡓࡵࡇࡌ࡜    

 ࠋࡵࡓࡿあࡀࡁ

 

 

㸦㸱㸧図㸰࡛押し棒ࢆ押ࡍ力ࢇ࡝ࢇ࡝ࢆ大࡚ࡋࡃࡁいࠊ࡜ࡃ水ࡢ体積࡝ࡣうࡾ࡞ 

 ࠋいࡉ࡞記号࡛答えࠊ選びࡽ࠿ア～ウࡢ次ࠋ࠿ࡍࡲ

 

   ア 小ࡿ࡞ࡃࡉ   イ 変わ࡞ࡽい   ウ 大ࡿ࡞ࡃࡁ  

 

 

㸦㸲㸧図㸱࡛せん㹀ࡀ勢いࡃࡼ飛ࠊࡣࡢࡪX࡜ Yࠊࡣࢀࡑࡓࡲࠋ࠿ࡍ࡛ࡽࡕ࡝ࡢ 

空気࡜水ࡼࡢ࡝࡟う࡞違いࡀあࢆࡽࢀࡑࠋ࠿ࡍ࡛ࡽ࠿ࡿ説明ࡓࡋ次ࡢ文ࡢ 

空ࢇࡽձࡣ࡟㹖࠿㹗ࡢ記号ࠊ②ࠊࢆճࡣ࡟当࡚ࢀࡒࢀࡑࢆࡤ࡜ࡇࡿࡲࡣ答 

えࡉ࡞いࠋ 

 

    せん㹀ࡃࡼࡀ飛ࡣࡢࡪ㸦 ձ 㸧ࡢほう࡛あࠊࡽ࡞ࡐ࡞ࠋࡿ力ࢆ加えࡓ 

 ࠊࡃࡁ大ࡀ力ࡿࡍ࡜うࢁ戻࡟元ࡀほうࡢ㸦 ճ 㸧ࡶࡾࡼ㸦 ղ 㸧ࡁ࡜

直接せん㹀࡟力ࡀ伝わ࡛ࡽ࠿ࡓࡗあࠋࡿ 

 

 

㸦㸳㸧࡟࡝࡞࣮ࣃ࣮ࢫ売࡚ࢀࡽい࡜ࡿうࣃࡢࡩッࠊࡣࢡ水࡛満࡚ࢀࡉࡓいࠋࡍࡲ 

 ࡐ࡞ࡣࡢい࡞ࢀࡪࡘࡀࡩう࡜い࠿ࡽ柔ࡢ中ࡶ࡚ࡡ㔜ࡳ積ࢆࢡッࣃࡢࡩう࡜

 ࠋ࠿ࡍ࡛

 

 

 

 

せん㹁 

 

㹖 



 

 

㸳 図ࡼࡢうࡿࡺ࡟や࡞࠿砂山ࠊࡾࡃࡘࢆ流ࡿࢀ水ࢆࡁࡽࡓࡣࡢ調ࡿ࡭実験ࢆ行

いࡢࡑࠋࡓࡋࡲあࠊ࡜川࡟行࡚ࡗ地形や岩や石ࡼࡢうࢆࡍ観察ࠋࡓࡋࡲࡋあ࡜

 ࠋいࡉ࡞答え࡟各問いࡢ

 

 

                                  

 

 

 

 

                              

                          

 

 

 

㸦㸯㸧図ࡼࡢう࡟砂山࡛ࢫ࣮࣍ࡽ࠿ୖࡢ水ࢆ流ࠊ࡜ࡍ砂ࡀࡒࡳࠊ࡚ࢀࡽࡎࡅࡣ深ࡃ

ࡢ文ࡢ次ࡓࡋ説明ࢆࡍうࡼࡢࡁ࡜ࡓࡋ増やࢆ㔞ࡢ水ࡍ流ࠋࡓࡋࡲࡁい࡚ࡗ࡞

空ࢇࡽձ～ճ࡟当࡚ࢆࡤ࡜ࡇࡿࡲࡣ答えࡉ࡞いࠋ 

 

    流ࡿࢀ水ࡢ㔞ࢆ増や࡜ࡍ流ࡿࢀ速ࡀࡉ㸦 ձ 㸧ࠊࡾ࡞砂ࠊࡾࡓࡗࡎࡅࢆ

押ࡋ流ࡀࡁࡽࡓࡣࡿࡍࡾࡓࡋ大ࠋࡓࡗ࡞ࡃࡁ曲࡚ࡗࡀ流࡚ࢀいࡢࢁࡇ࡜ࡿෆ

側࡜外側ࢆ比ࠊ࡜ࡿࡳ࡚࡭流ࡀࢀ速い㸦 ղ 㸧ࡢほう࡛ࠊࡣ砂ࠊࢀࡽࡎࡅࡀ

流ࡀࢀ遅い㸦 ճ 㸧ࡢほう࡛ࠊࡣ砂ࡀあࠋࡓࡗ࠿࡞ࢀࡽࡎࡅࡾࡲ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸦㸰㸧次ࡢ図ୖࠊࡣ流や中流ࠊୗ流ࡢ河原࡛採取ࡓࡋ岩や石ࢫࢆケッ࡛ࡢࡶࡓࡋࢳ

ࠋいࡉ࡞記号࡛答えࠊ選びࡽ࠿࢝～アࠋ࠿ࡍ࡛ࢀ࡝ࡣࡢࡶࡓࡋୗ流࡛採取ࠋࡍ

 ࠋいࡉ࡞答えࠊ࡚ࡋ着目࡟形࡜ࡉࡁ大ࢆ理由ࡔࢇ選ࢆࢀࡑࠊࡓࡲ

 

 ア           イ            ウ     

  

 

 

 

 

 

      エ           ࢝            ࢜    

 

 

 

 

 

 

㸦㸱㸧川ୖࡢ流࡜ୗ流ࡼࡢうࡘ࡟ࡍい࡚正ࡃࡋ説明ࢆࡢࡶࡓࡋ次ࡢア～ࡽ࠿࢝選びࠊ

記号࡛答えࡉ࡞いࠋ 

 

   ア ୖ流࡛ࡣ川原ࡀ広ࡾࡀ、流ࡿࡺࡣࢀや࡛࠿あࠋࡓࡗ 

   イ ୗ流࡛ࡣ川岸ࡀษࡾ立ࡾ࠾࡚ࡗ࡞࡟ࡅࡀࡓࡗ、流ࡣࢀ速ࠋࡓࡗ࠿ 

   ウ ୖ流࡛ࡣ川岸ࡀษࡾ立ࡾ࠾࡚ࡗ࡞࡟ࡅࡀࡓࡗ、流ࡿࡺࡣࢀやࠋࡓࡗࡔ࠿ 

   エ ୗ流࡛ࡣ川原ࡀ広ࡾࡀ、流ࡣࢀ速ࠋࡓࡗ࠿ 

 ࠋࡓࡗ࠿速ࡣࢀ流、ࡾ࠾࡚ࡗ࡞࡟ࡅࡀࡓࡗ立ࡾษࡀ川岸ࡣ流࡛ୖ ࢜   

 ࠋࡓࡗࡔ࠿やࡿࡺࡣࢀ流、ࡾ࠾࡚ࡗ࡞࡟ࡅࡀࡓࡗ立ࡾษࡀ川岸ࡣୗ流࡛ ࢝   

 

 

㸦㸲㸧自然界࡛ࠊࡣ流ࡿࢀ水࡞ࡲࡊࡲࡉࠊ࡚ࡗࡼ࡟ࡁࡽࡓࡣࡢ地形ࠋࡍࡲࡁ࡛ࡀ 

ձୖ流࡛ࠊࡣ土ࢀࡽࡎࡅࡀ深い谷ࠊࡁ࡛ࡀ山地ࡽ࠿平地࡬流ࢀ出࡛ࢁࡇ࡜ࡿ

地ࡓࡁ࡛࡚ࡋ࡟うࡼࡢࡇࠋࡍࡲࡾࡀ広ࡀ平㔝ࡓࡗࡶ積ࡀ土࡟形ࡂう࠾ղࠊࡣ

形ձࠊղࢀࡒࢀࡑࢆ何࡜いいࠋ࠿ࡍࡲ 

10cm 



受験番号 氏　　　　　　　名 点数

ｇ ｇ

ղ

※

 から

ｇ

ձ

※

㸱
㸦㸯㸧 㸦㸰㸧 㸦㸱㸧 㸦㸱㸧 㸦㸲㸧

㸦㸲㸧 㸦㸳㸧

㸦㸰㸧

ճ

記号 理由

㸳
㸦㸳㸧 㸦㸯㸧

※

ձ ղ

㸦㸳㸧

ղ ճ

㸰
㸦㸯㸧 㸦㸰㸧 㸦㸱㸧 㸦㸲㸧

※

※

ձ

㸦㸴㸧 㸦㸵㸧 㸦㸶㸧 㸦㸷㸧 㸦㸯㸮㸧 㸦㸲㸧

㸦㸰㸧 㸦㸱㸧 㸦㸲㸧 㸦㸳㸧 㸦㸯㸧 㸦㸰㸧

　　令和㸱年度　　　特待Ⅰ期　　　入学試験　解答用紙　　　理科

                                          　　　　　　熊本信愛女学院中学校

㸯 㸲
㸦㸯㸧 㸦㸱㸧



受験番号 氏　　　　　　　名 点数

※㸦㸲㸧完答 

※㸦㸯㸧㸦㸰㸧完答

イ 㸯㸰．㸳

ｇ ｇ

ղ

ん状地ࡏ

※

ら࠿ 

㸲㸵.㸴

ｇ

Ｂ 㸯９.㸲 ࢜

ձ

Ｖ字谷

※

10

㸱
㸦㸯㸧 㸦㸰㸧 㸦㸱㸧 㸦㸱㸧 㸦㸲㸧 各㸰点

過ࢁ

㸦㸲㸧 㸦㸳㸧 各㸰点

10

㸦㸰㸧

ճ

内側

記号

࢜

理由

角ࡀけࡎらࢀ、丸く小さい࠿ら

ウ ウ イ 外来種

㸳
㸦㸳㸧 各㸰点 㸦㸯㸧

天敵ࡀいないため増加しやࡍい

※

10
ձ

速く

ղ

外側

㸦㸳㸧 各㸰点

Ｘ

ղ

水

ճ

空気

㸰
㸦㸯㸧 㸦㸰㸧 㸦㸱㸧 㸦㸲㸧

水は押しつぶさࢀない࠿ら

※

10

エ ࢝ イ イ ウ

※

10
ձ

イ

㸦㸴㸧 㸦㸵㸧 㸦㸶㸧 㸦㸷㸧 㸦㸯㸮㸧 各㸯点 㸦㸲㸧

エ イ イ ア エ ウ 小さく

㸦㸰㸧 㸦㸱㸧 㸦㸲㸧 㸦㸳㸧 㸦㸯㸧 㸦㸰㸧

　　令和㸱年度　　　特待Ⅰ期　　　入学試験　解答用紙　　　理科

                                          　　　　　　熊本信愛女学院中学校

㸯 㸲
㸦㸯㸧 㸦㸱㸧


